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令和８年２月６日（金）発行 

文責 校長 林田武海 

～ 笑顔があふれ 生き生きと輝く 富中生 ～ 

〈見聞広旅～仲間とともに成長しよう～ ２年生修学旅行〉 

先週１月２７日（火）～２９日（木）２泊３日の行程で２年生が沖縄を訪問しました。

１月下旬でしたが沖縄は最高気温が２０℃ほどになり、とても過ごしやすい気候で“冬”

であることを忘れてしまいそうな毎日でした。今回の修学旅行の目的は“体験を通して学

ぶ”“自ら考え、判断し、行動する”“集団行動や班活動を通してルールやマナーを学ぶ”

の３つ。元気いっぱいの２年生が沖縄の地でしか学べないことをたくさん学び、楽しい思

い出をたくさんつくった３日間の様子を紹介します。 

【１日目（平和記念資料館・平和記念公園・糸数壕）】 

那覇空港に到着後、３・４組は平和記念公園

及び平和記念資料館、１・２組は糸数壕を訪問

しました。平和記念公園では、沖縄戦で亡くな

られた方々の名まえが刻まれたたくさんの碑を

まず目にし資料館に足を運びました。東シナ海

を背にし“平和の礎”では平和セレモニーを行

い、平和の祈りを捧げました。旅行前に沖縄戦

についての事前学習を深めていましたが、資料館に展示されていた数々の資料や写真、糸

数壕の中にも足を踏み入れ、当時の沖縄の方々の生活を肌で感じ、沖縄の地で平和の尊さ

を改めて感じる貴重な時間となりました。 

１組 ２組 

平和セレモニー 



 

【２日目（嘉数高台展望台・むら咲むら・海洋記念博物館）】 

この日の最初の見学地は嘉数高台展望台。住宅地の一

角にある展望台に上り、普天間飛行場やその周辺の街並み

を一望しました。飛行場には米軍のオスプレイが何基も駐

機している様子を初めて目にしました。飛行場と住宅街は

すぐに隣り合っていて、学校などの建物も無数に点在して

います。基地と隣り合わせの生活をいつも強いられている近隣住民の方々の思いが、こち

らに飛び込んでくるような気がしました。 

続いては“むら咲むら”での体験活動。５つのグループに分かれて、沖縄ならではの伝

統文化・芸能や食などの体験をしました。楽しい時間はあっという間に過ぎました。 

 

 

 

 

海のフォトフレーム作り 

サータアンダギー作り 

シーサー色付け 

体験藍紐アクセサリー作り 

エイサー体験 



 

２日目の午後は海洋記念博物館（美ら海水族館）を訪問。班別で水族館内を見学し、お

土産などのショッピングも楽しみました。イルカのショーを楽しめた生徒も多かったよう

です。 

 

【３日目（首里城公園・国際通り）】 

最終日の訪問地は２０００年に世界遺産登録さ

れた首里城公園。首里城は沖縄の歴史・文化を象

徴する城であり、首里城の歴史は琉球王国の歴史

そのものだと言われています。２０１０年に正殿

で火災が起こり現在は再建工事が進められていま

した（今年の秋には復元工事の完成を目指してい

るそうです）。無事の復元を祈るばかりです。 

この日の昼食は国際通りで班ごとに。国際通りの指示された区域内で、思い思いの昼食

を楽しんだようです。事前に昼食場所はリサーチ済みでしたので、意外と予定通りの店で

食べることができた班が多かったようでした。国際通りでも各自で買い物を楽しみ、那覇

空港から熊本空港へと無事に飛び立つことができました。 

１日目の出発式で、「しっかり学び、しっかり楽しむこと」「２年生の集団力アップ」の

２つについて話をしていました。添乗員さんやカメラマンさんをはじめ、宿泊先のホテル

のスタッフの方々、現地のバスガイドやドライバーの方など、多くの人たちのサポートが

あり、３日間の全行程を予定通り終えることができました。生徒たちが笑顔で過ごせる時

間を提供していただいたことに感謝、感謝です。貴重な３日間を過ごした２年生のこれか

らの成長に大いに期待します！ 

３組 ４組 


